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研究成果の概要（和文）：本研究では当初、ターブワ語、ベンベ語の予備的調査を行ったもののコンゴ民主共和
国の国内事情により現地調査が困難となった。そこで、(1)タンガニイカ湖周辺言語全体の未完了アスペクトの
分布、(2)タンザニア・ザンビアの言語についての形態統語的な体系的記述、という2種類の成果とした。
　(1)の成果は、未完了アスペクト比較研究として口頭・論文にて発表した。(2)の言語記述については、バント
ゥ諸語の形態統語的特徴を比較するためロンドン大学SOASの研究チームが作成した142項目のMicrovariationパ
ラメターを用いて整理し、ベンデ語データを出版した。その他の言語は準備中である。

研究成果の概要（英文）：The studies have started at the beginning with preliminary survey on Taabwa 
and Bembe languages of DRC where the further survey became impossible because of the domestic 
affairs. The outputs consist of two types; (1) the investigation covering the whole languages around
 Lake Tanganyika remained with a grammatical topic such as “imperfective aspects”, and (2) 
languages in Tanzania and Zambia were described more systematically especially in morphosyntax.
  Some outputs of comparative studies on imperfective aspects were presented and published, while 
some languages were segregated by 142 Microvariation parameters compiled by a project team from 
SOAS, University of London. Bende data of Microvariation have been published, while other language 
data are still on the process for publishing.

研究分野： 言語学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
タンガニイカ湖は現在、タンザニア、ブルンジ、コンゴ民主共和国、ザンビアの4国の国境線をなしており、近
代国家の成立以来、民族語はそれぞれの国の歴史を背景としてリンガフランカや英語・フランス語等の公用語と
の接触による変化が進んでいる。これらの民族語については限定的な語彙調査による言語分類が試みられている
ものの、それらの分類が人々の語りや民族誌と異なることもある。
　そこで、限定的な語彙のみではなく、文法項目や特殊語彙（動植物名、鉄・土器に関する語彙）、さらに民族
誌を総合的に記述することで、無文字社会の歴史の再構築に新たな資料を提供する。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 本研究は、タンザニア、ブルンジ、コンゴ民主共和国、ザンビアの 4 国の国境線をなしている

タンガニイカ湖の周辺に暮らす人々の語られる移動の歴史と、民族語の言語記述を通じて言語

接触の可能性を比較対照することで、語りと言語（語彙・文法）による歴史を再構築することを

目的とする。具体的には、タンガニイカ湖周辺で話される 9 言語（ベンデ・トングェ語、ハ語、

ホロホロ語、フィパ語、マンブェ・ルング語、ルンディ語、ターブワ語、ベンベ語、内陸スワヒ

リ語）を対象とし、語彙および文法特徴について記述、比較対照するものである。 

 ただし、研究開始年当初からコンゴ民主共和国では、国内でのエボラ出血熱の感染が確認され

たことにより渡航が制限されており、同国内で話されているホロホロ語、ターブワ語、ベンベ語

へのアクセスが極めて困難であり、非常に限定的なデータの収集となることが見込まれた。 
 
 
２．研究の目的 
 タンザニア・ブルンジ・ザンビア・コンゴ民主共和国の 4 国の国境線をなすタンガニイカ湖周

辺に暮らす人々の移動と接触について、周辺で話される個別言語（ベンデ・トングェ語、ハ語、

ホロホロ語、フィパ語、マンブェ・ルング語、ルンディ語、ターブワ語、ベンベ語、内陸スワヒ

リ語）の諸現象および彼らの語りや民族誌（氏族、民話の共通性）を総合的に考察し、複眼的な

言語接触や歴史的系統関係の考察を行う。特に言語について語彙・文法の諸現象の記述が限られ

ている言語（ベンデ・トングェ語、フィパ語、ホロホロ語、ターブワ語、ベンベ語）について、

比較対照が可能なデータを収集する。 
 
 
３．研究の方法 
 バントゥ諸語の形態統語的特徴を体系的に比較対照することを目的として、ロンドン大学

SOAS の研究チームが作成した 142 項目の Microvariation パラメターを用い、語彙・文法の諸現

象の記述が限られている言語（ベンデ・トングェ語、フィパ語、ホロホロ語、ターブワ語、ベン

ベ語）の現地調査を実施した。ただし、ホロホロ語、ターブワ語、ベンベ語については、当該国

への渡航が極めて難しい中、周辺国で話者を探して調査を行ったものの、時間的制約から極めて

限定的な記述となった。 

 また、ベンデ・トングェの民族誌については、現地コミュニティーの協力を得て、コミュニテ

ィーリーダーと共著で民族誌を収集し、執筆・出版（2017 年）したが、その他の民族について

は、主に文献資料の収集を行い、整理した。 

 

 
４．研究成果 
 本研究では、初年にターブワ語、ベンベ語の予備的調査を行ったもののコンゴ民主共和国の国

内事情により現地調査が困難となった。そこで、(1)タンガニイカ湖周辺言語全体の未完了アス

ペクトの分布、(2)タンザニア・ザンビアの言語についての形態統語的な体系的記述、という 2 種

類の成果とした。これらの成果を得るために行った調査および活動の詳細は、次の通りである。 

 1 年目（平成 26 年度）は、先行研究のデータ整理を中心とする文献研究（ターブワ語、内陸

スワヒリ語）、以下の言語（ベンデ・トングェ語、ターブワ語、ベンベ語、マンブェ・ルング語、

ルンディ語、）の現地調査を行った。 

 2 年目（平成 27 年度）は、ターブワ語とベンベ語について、追加の現地調査を行った。また、

バントゥ諸語の文法現象の比較のための枠組みとして、ロンドン大学 SOAS の研究チームが提



案する Microvariation パラメターを用いて、ベンデ・トングェ語の文法調査、整理を行った。同

時に、ベンデ・トングェ人コミュニティーの代表を務める Lumbwe 氏と共同で、民族誌の収集・

編纂を開始した。 

 3 年目（平成 28 年度）は、上記ロンドン大学の研究チームとの連携を強化するため、東京外

国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所にて、共同利用・共同研究プロジェクト（バントゥ諸

語のマイクロ・バリエーションの類型的研究（フェーズ 1））をスタートさせ、国際ワークショ

ップを開催した。また現地調査にてタンザニアにて、ベンデ・トングェ語およびフィパ語の

Microvariation を記述した。また、27 年度より継続してきたベンデ・トングェ人コミュニティー

の民族誌を、コミュニティー代表の Lunbwe 氏と共同で出版した。 

 4 年目（平成 29 年度）は、新任校での業務および家庭事由により、研究を一時中断した。上

記の共同利用・共同研究プロジェクトを進行することで、現地調査はできなかったものの、これ

までの研究データを整理し、persistive アスペクトに関する論文を執筆、投稿した。 

 5 年目（平成 30 年度）は、最終確認を行うための広域調査を実施したいと考え、とりわけコ

ンゴ民主共和国への渡航を検討していたが、エボラ出血熱の蔓延のため、渡航が困難であると判

断し、対象民族のコミュニティーがあるとされるザンビアおよびタンザニアへ渡航した。タンザ

ニアでは、ベンデ・トングェ語およびフィパ語のデータのチェックをし、ザンビアでは特にター

ブワ人コミュニティーを訪ね、ザンビアのターブワコミュニティーの民族誌を収集したものの、

ザンビアのターブワ人コミュニティーではターブワ語が継承されておらず、ザンビア北部で地

域共通語となっているベンバ語に置き換わっていることを確認するにとどまった。 

 (1)タンガニイカ湖周辺言語全体の未完了アスペクトの分布の成果は、未完了アスペクト比較

研究として口頭・論文にて発表した。(2)タンザニア・ザンビアの言語についての形態統語的な体

系的記述については、バントゥ諸語の形態統語的特徴を比較するためロンドン大学 SOAS の研

究チームが作成した 142 項目の Microvariation パラメターを用いて整理し、ベンデ語データを出

版した。その他の言語は準備中である。 
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